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２０２６～２０２７年度 国際ロータリー第２５５０地区 

真岡ロータリークラブ 会長メッセージ 

自分を変え、行動を起こす 会長 渡邉 佳寛 

真岡ロータリークラブ 

持続可能なインパクト 

を生み出そう 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

宇都宮 90：東武ホテルグランデ 

小山中央：思水荘 

真岡西：フォーシーズン静風 

宇 都 宮：東武ホテルグランデ 

宇都宮東：ホテルニューイタヤ 

小 山 南：小山グランドホテル 

益  子：益子カントリー 

下野上三川：石橋商工会館 

小 山 北：和風ダイニング彩華 

 

宇都宮西：東武ホテルグランデ 

宇都宮北：ベルビィ宇都宮 

小  山：小山グランドホテル 

小山東：小山グランドホテル 

会長：渡邉 佳寛 幹事：平石 典嗣 会報委員：大越正和 成瀬美奈子 中村友宣 青柳謙一 廣澤雅信 市村滋朗 

事務局：〒321-4305栃木県真岡市荒町 1203（真岡商工会館内）TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510 

URL：http://rc-moka.jp/ E-mail：rc-moka@sweet.ocn.ne.jp   

ＭＡＫＥ ＵＰ 会場案内 

■本日のプログラム              炉辺会合報告 

■司会 副                SAA 安齋 哲夫 君  

■点鐘                    渡邉 佳寛 会長 

■ロータリーソング                 我らの生業 

 

■会長挨拶                 渡邉 佳寛 会長 

皆様、こんにちは。本日は、

8月下旬から 9月初旬にかけ

て開催された炉辺会合の報

告がございますので、後ほど

お聞きいただければ幸甚で

す。さらに、最近「ロータリーあるある相談室」というコーナ

ーでは、面白い投稿がありました。これは、栃木県 2550地

区の 73 歳のドクターからのもので、彼はロータリーに入会

して 10 年を迎え、例会の楽しさや仲間の増加に喜びを感

じつつ、本音では「何もしない参加」が理想だと述べてい

ます。このご意見に対し、経験豊富なパストガバナーのお

二方がコメントしており、様々な考え方があっても良いのだ

と伝えています。 

 北海道のお寺の住職である羽部大仁パストガバナーは、

ロータリーには多様な人々がいることを理解し、多様性を

受け入れる姿勢が大切だと指摘しています。また、米山梅

吉氏の言葉を引用し、「霊界は人生の道場」としつつ、学

び続けることの重要性にも触れています。とはいえ、ロー

タリアンとしての奉仕活動もまた大切な要素であることが示

唆されています。 

 兵庫県の矢野宗司パストガバナーもアリの働きに関する

法則も紹介されており、全体の中で、一生懸命働くのは 2

割、普通に働くのは 6 割、全く働かないのが残りの 2 割と

され、ドクターに向けたメッセージが込められています。そ

のグループを形成することで、さぼるアリたちが励まし合い、

一生懸命に働き出すこともあるようです。 

 最後に、例会に参加するだけでも感謝であり、努力が必

ず実を結ぶことでしょう。皆様もこの活動にぜひ励んでい

ただければと思います。以上でございます。 

 

■本日のプログラム（炉辺会合報告） 

・Aグループ               宇南山 照元 座長 

 議題の一つとして、会員の増強方

法に関する意見が多く寄せられまし

た。体験型イベントや仮入会制度、

オープン例会、ゲストデーなどの導

入が提案されました。また、女性や

若手の後継者など、ターゲット層の

絞り込みも議論され、地域で活躍す

る元気な経営者に対しても、積極的なアプローチが必要

であるという意見がありました。幹部の一致団結が求めら

れる一方で、対象の広さから誰を勧誘するかが課題ともさ

れました。 

 次に、クラブの在り方についても議論されました。例会の
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頻度や会費、地域活動の意義が提起され、年に三回程

度のイベントが望ましいとの意見が出ました。会費に対し

て、その価値を明確にすることが求められ、何にその資金

が使われるのか、何が得られるのかを「見える化」する必

要があります。 

 地域への奉仕活動においては、各例会の役割を明確に

し、活動内容を発信することが重要です。人数だけでなく、

入会や継続、参加の価値をしっかりと構築することであり、

これが例会の参加率向上や会員の定着につながると考え

られます。 

 

・Bグループ                 大瀧 和弘 座長 

具体的な会員増強の手法につ

いて議論しました。仮会員制度や

体験入会、友人を招く機会を設け

ることが重要であるとの意見が出ま

した。また、西ロータリークラブの勧

誘が成功を収め、新たな会員が増

えているという話も参考にしつつ、

積極的な声かけを行う方針を確認しました。成功事例を取

り入れ、高崎ロータリークラブの例を挙げ、定員を 64 名か

ら 115 名に増やした経緯や、ゼロから 7 名の女性会員を

獲得した秘訣が記された書籍が非常に参考になるとの指

摘もありました。 

 さらに、理想的なクラブ運営についても意見交換が行わ

れた。例会の回数や会費を見直す必要があり、事業費が

不足している場合には、会費の増加の議論が持たれた。

たとえば、食事の準備において無駄が出ないように工夫

をすることが求められた。スマイルについては、本来の趣

旨に従って利用するべきとの意見が示された。 

 最終的に、会員増強は全体の協力と会長の強いリーダ

ーシップが不可欠であり、現状の会費及び事業費を見直

し、逆算して必要な人数を割り出すことが良策であるとの

意見が集約されました。 

 

・Cグループ                中島 弘司 座長 

 毎週 4 回の例会という考え方が一

般的だと思っていましたが、働き盛

りの 40代にとっては、それは容易で

はないかもしれません。月に 3 回程

度が適切であるとの意見もありま

す。頻繁に例会を開催すると、欠席

者が増え、後ろめたさを感じることもあるようです。また、月

に 2 回の例会に加え、イベントを含めて年間 30 回程度の

開催を行っているクラブも多いと聞いています。それに加

え、回数よりも質を重視して議論を深めることが重要では

ないかとも感じています。 

次に、会費についての議論です。これまでの意見として、

現在の会費水準は妥当であるという意見が多いですが、

物価高騰を考慮すると、業務の質を維持するために値上

げを検討すべきとの意見も出ました。寄付や慈善活動の

重要性も取り上げられ、それが自己成長や職業的活力に

も寄与するとの建設的な意見もありました。加えて、会費

の検討にあたっては、経費の内容を見直すことも重要との

指摘がありました。市場相場から逸脱した経費があるため、

購入先や運営方法の再評価も必要です。 

最後に、クラブの運営方針についての透明性を求める

声もあり、参加意識を高めるためにそのプロセスを明らか

にする必要があるとの意見が寄せられました。 

 総じて、在籍年数にかかわらず、様々な業界の価値観を

学び合うことが、より良いクラブ運営に繋がると感じていま

す。この経験がクラブ運営の参考になることを願っておりま

す。 

 

・Dグループ                 吉田 秀一 座長 

 毎年のテーマとしている会員増強

ですが、入会する方がいる一方で、

1、2年で退会する例も見受けられま

す。単に数を増やすのではなく、持

続的な活動ができる環境の整備や

退会防止策が本質的な増強に繋が

るとの意見が寄せられました。また、

会員増加により事業や講師活動を担うメンバーが増え、ク

ラブの活性化や予算の余裕が生まれるとの見解が共有さ

れました。 

 次に、議題2として理想的なクラブのあり方について議論

しました。例会回数、回避、移動例会、社会奉仕事業の 4

つの観点から意見交換が行われました。例会回数につい

ては、国際ロータリーの規定に基づき最低月 2 回以上を

念頭に、活発な討論がなされました。特に多忙な世代の

負担軽減と 1回あたりの充実度を高める観点から、月 3回

開催し、将来的には RI基準の月 2回に絞るのが良いとの

意見が多くを占めました。全体として月 2、3回への移行を

求める意見が多かったものの、参加のしやすさやクラブの



伝統とのバランスが今後の課題として共有されました。 

 会費については特にスマイルの扱いが議論されました。

現在の会費にはスマイル分が含まれていますが、本来ス

マイルは個人の気持ちで出すものであり、一律で会費に

組み込むことの見直しが求められました。スマイルを分離

し、年間会費を 20 万円前後に抑えることが新入会員への

誘因を高めるとの意見もありました。 

 最後に、今回のディスカッションを通じて、当クラブをより

魅力的で誇りのある行動力ある組織へと進化させる熱い

思いを共有できたことを報告させていただきます。 

 

■スマイルボックス報告            青柳 謙一 君 

渡邉 佳寛 会長 

炉辺会合報告、座長の皆様宜しくお願いしたします。 

平石 典嗣 幹事 

炉辺発表報告、座長の皆様ご苦労さまです。 

大瀧 和弘  エレクト 

炉辺会合の報告、座長の皆様ご苦労様です。 

 

■次回プログラム 

 ９月１７日 クラブフォーラム 

１２時３０分より真岡商工会議所 

 

 

■月間予定出席者 

在籍 43 名 出席免除者  0 名（有資格者 名 ＋ 有理由者 名） 

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率(％) 

補正後 月 日        

本日 ９月 10 日 43 10  40  ３ 93．02 

■月間出席率（％）※例会欠席は前日 15 時までに必ず事務局までお知らせください。(TEL.0285-84-2511, FAX.84-2510) 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

82.74 81.38           

 

■スマイルボックス（８月６日現在） 

前回までのスマイル繰越金 293,875 

会員 4,000 

ビジター 0 

本日のスマイル合計 4,000 

スマイル今期累計 297,875 

前回までの米山繰越金 7,226 

本日の米山 ０ 

米山今期累計 7,226 

 

 


